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研究成果の概要（和文）：本研究では音楽の達人教師が保有するPCK（Pedagogical Content Knowledge）を整理
し、その中の「効果的に説明する匠のワザ」を「教科に関連する専門的知識」と「即座に反応する応答力」に分
けて、それぞれの具体を明らかにした。「即座に反応する応答力」は質の高い音楽の追求にとって欠かせないも
のであり、多くの達人教師たちが授業中に、生徒の音楽活動に応じてさまざまなワザを使っていることを明らか
にした。
さらにアイトラッカーによる視線解析によって、達人教師の多くが、優れた演奏よりも技術的に未熟な演奏に対
して注視し、楽器の操作や顔の表情に注目していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to verify our model of organized professional 
music teaching knowledge as Pedagogical Content Knowledge (PCK) and Knowledge of Explain Effectively
 (KEE). KEE is classified 2 types of knowledge: (1) Specialized Music Knowledge and (2) Quick 
Responsiveness to Students’ activity. Many talented teachers’ responsive speed was faster than 
others, and used integrated skills based on the students’ musical activity in class.
Through analysis of eye movement patters of talented teachers’, they showed the possibility of 
seeing not excellent players but technically inexpert players. They also concentrated theirs gaze on
 the students’ fingering and facial expressions.

研究分野：音楽教育学，音楽認知心理学

キーワード： 指導助言　視線解析　達人教師　音楽指導　学校教育　器楽活動

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
音楽の達人教師たちが実際の指導場面で用いている用語を分析した結果，「正しい／間違い」「上手／下手」と
いう直接的な評価語よりも，「良い（演奏）」「感じる」「もう少し（息の量）」のように抽象的な単語が多く
使われていることが明らかになった。さらに，顔の表情や視線（注視，軌跡）を伴うことで，こうした言葉が一
人ひとりの演奏に寄り添った形で使われており，教師と学習者の間で直観的に理解されていることも明らかにな
った。達人教師たちの抽象的な指導言が，表面的なニュアンス以上に，深い意味や意図をまとって伝わっている
ことが明らかになったことは，今後の授業観察・授業分析を展開する上で，非常に有意義なことといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

音楽活動では、音声、視線、表情、身振りといったさまざまな身体情報が一体となって総合

的にやりとりされている。達人教師は、教授法と教科内容の混合知識（PCK：Pedagogical 

Content Knowledge）をバランスよく有しているが、中でも、学習者のレベルに応じて、分かり

やすく効果的に教える手立てが豊富である。「指が縦に４本入るぐらい口をあけて」「目をしっ

かり開いて、エラ呼吸をするつもりで、しっかり息を吐いてみましょう」など、子どもたちの

緊張感をほぐしながらも的確な指示をおこなっている。言葉だけでなく、目や顔の表情、身体

の動きなどを組み合わせることも多い。達人教師たちは、これらの指導テクニックを、子ども

たちの学習状況や進度に応じて効果的に使っており、「匠のワザ」として洗練させている。 

一般的に、この達人教師たちのワザは「職人芸」と称されており、指導経験を重ねたり、研修

会等を通じて研鑽を積んだりすることによって獲得されると言われているが、その具体や効果

について科学的に検証されているわけではない。しかも、ワザの大半は個性的・独創的で、その

事柄は多岐にわたっており、個々人によってもかなり異なる。2000 年以降、情報工学の分野を

中心にプロの音楽家の身体の使い方、動作解析や目と手の協応などに関する新しい知見が続々

と報告され、この分野の発展は実に目覚ましいものがある。だが一方で、授業における教師の身

体動作を定量化する研究はほとんど進んでいない。 
 
２．研究の目的 
音楽教科では、身体性を伴った知識・技術・技能の習得を目指している。このため他教科以上

に、より分かりやすい具体例やアナロジーを用いて伝えることが重要であり、達人教師たちの

「匠のワザ」はそのお手本といえる。しかし、このワザを表面的に真似ても、授業はうまく展開

しない。そこで本研究では、音楽指導で達人教師が無意識に用いているワザを、科学的に検証可

能な知識として、整理・分析・体系化する。あわせて、音楽教科特有の身体性を伴う学修の深化、

並びに教員養成系学部・大学における教師教育のより一層の充実を目指すことを目的とする。

「匠のワザ」を、科学的に検証可能な知識として整理・分析・再構成することにより、音楽教科

特有の「身体性を伴った知識・技術・技能」学修の深化、並びに教員養成系学部・大学における

教師教育のより一層の充実を目指す。 
 
３．研究の方法 

達人教師たちのワザを整理・分析・体系化するにあたって、授業実践者、研究者、研究協力者

との連携をおこないながら、次の手順で研究を進める。 

（１）これまでに収集した授業観察記録を通して、音楽教師の指導言データの分析・整理をし、

指導言と指導内容との対応関係を明らかにする。必要に応じて授業観察を継続して実施して、関

連するデータ収集につとめる。 

 

（２）音楽教師の指導言と視線との関連を明らかにするため、アイトラッカー(レンタル)を用い

て実際の授業時における視線データを収集するための予備実験を重ね、データ収集のための方

策を検討する。 

 

（３）研究協力校の状況ならびに、新型コロナウイルスの感染症拡大を防止する策を検討しなが

ら、継続して授業観察をおこない、あわせて、複数台のVTRとアイトラッカー（購入）を用いて、

実際の授業時における音楽教師の視線データを収集する。 

 

（４）教員養成志望の大学生を対象に、小学校の授業風景を想定した場面（ソプラノリコーダ

ーを演奏している場面）を収録し、達人教師と大学生を対象に視聴をさせて、その指導内容と

視線動向を比較する。 

 

（５）小学生がソプラノリコーダーを独奏している場面を収録し、達人教師と大学生を対象に

視聴・評価をさせ、評価内容(=指導言)と視線動向を明らかにしながら、両者の違いを明らかに

する。  
 
４．研究成果 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のための緊急事態宣言や蔓延防止等重点措置に伴う諸制限

等により、予備実験から本実験へ進めるというステップを踏むことができず現場の状況を確か

めながら実験計画をその都度見直す事態になった。あわせて協力を要請していた調査対象校で

の授業観察や現場実験等は、ほとんど実施することができなかった。そのため研究計画をその

都度見直しながら、研究を進めた。 

 



（１）昭和 40 年代以降に刊行された国内外の音楽雑誌に掲載されている授業記録の中から、「達

人のワザ」として高く評価できる部分を抽出し、テキストマイニングを用いて指導言の分析をお

こなった。教師が保有する PCK（Pedagogical Content Knowledge）を再整理するとともに、達

人教師が無意識に用いている「効果的に説明する匠のワザ」を「教科に関連する専門的知識」と

「即座に反応する応答力」に分け、それぞれの具体を明らかにした。「即座に反応する応答力」

は質の高い音楽の追求にとって欠かせないものであり、「教科に関連する専門的知識」によって

支えられていることを明らかにした（図１）。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 達人教師が効果的に説明するプロセス 

 

（２）教師の「即座に反応する応答力」を支えている視線軌跡を明らかにするため、アイトラ

ッカー(レンタル)を用いて、研究代表者ならびに分担者が被験者となり、実際の授業における

視線データの収集方法や実験環境等の整備を検討した。複数回の予備実験の結果、視線データ

から読み取れることが限られていることが明らかとなった（周辺視野の精度は限られている

が、特定的探索の視線動向を追跡することができる）。そのため、鑑賞活動ではなく表現活動

（ソプラノリコーダー活動）に限定すること、少人数のグループを対象に演奏技能・技術の習

得を中心とした指導内容にすること，机間指導への対応は難しいため，指導者はなるべく歩き

回らない等の確認をおこなって、本実験の計画を立てた。あわせて、可能な範囲で調査対象校

での VTRを用いた授業観察・授業分析を実施した。 

 

（３）上記（２）の状況を踏まえ、ソプラノリコーダーを用いた実際の授業と、ソプラノリコー

ダー演奏の動画を見ながら評価する授業の２種類の条件を設定して、授業分析をおこなった。実

際の授業は、２名の熟達音楽教師による小学校３年生と小学校４年生のリコーダーの対面授業

であり、動画を見ながら評価する授業では、あらかじめ大学生によるリコーダー演奏を録画し、

20名（大学教員 10名・小学校教師２名・大学生８名）を評価者とした。 

 

KHCoder による指導言分析では、

240件のサンプル数、626件の文、5963

個の抽出語を対象とした。指導言の

分析では、「良い」「思う」「息」「指」

「音」「吹く」といった単語が多く抽

出された。中でも「息」や「音」がフ

レーズを表現するために重要な視点

であること、さらに息が「良い演奏」

と関連していること、「演奏」「音楽」

「呼吸」という３語が繋がっている

ことも明らかになった（図２）。 

 

 

 

                           

                                    図２ 指導助言の共起ネットワーク 

 



さらに詳細に検討すると、達人教師の中でも小学校教員と大学教員に違いが認められ、あわせ

て大学生との違いも明らかになった。興味深いことに、大学教員や大学生の発言には、「思う」

「音」「良い」に強い関連性が共通して見られ、「息」「フレーズ」「演奏」「吹く」といった言葉

が共起性をもって使用されていた。 

 

一方、小学校教員が用いている語では、

「イメージ」「合う」「考える」といった

抽象的な単語と「タンギング」「指」「強

い」「押さえる」等の具体的な単語が示さ

れた。大学生や大学教員よりも、演奏を

改善するためのより具体的で技術的な手

掛かりについて言及している傾向が認め

られた（図３）。 

 

 

 

 

 

図３ 被験者の属性別指導助言の共起ネットワーク図 

 

（４）録画されたソプラノリコーダー演奏に対するアイトラッカーによる視線解析の結果か

らは、大学生と達人教師（小学校教員と大学教員）の視線軌跡が異なることが認められた。達

人教師の場合は、優れた演奏よりも技術的に未熟な演奏に対して視線が集中する傾向にあった

（図４）。また，専門分野に関わらず，未熟な演奏に対する達人教師たちの視線は，顔よりも

「手元」に向けられることも確認された（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

図４ 未熟な演奏に対する視線（左）と熟達した演奏に対する視線（右） 
 
 

 
 

図５ 達人教師 A：声楽専門（左）と達人教師 B：トランペット専門（右） 
 



以上の視線と指導助言の関係をまとめると、大学生の傾向は次の２点となる。 

① 画面全体に満遍なく視線を向けたり、顔の表情を見つめたり、手元のみを注視したりす

る等，個人差がきわめて大きい 

② 助言内容は，楽譜通りに正確に演奏できたかどうかが主になる 

 

これに対して、達人教師（大学教員と小学校教師）の視線解析の結果からは、次の４点が明

らかになった。 

① 専門分野を問わず、優れた演奏よりも技術的に未熟な演奏に対して、同じような箇所を

注視する傾向にある 

② 未熟な演奏の場合には顔の表情よりも，対象者の手元の操作に視線が集中する 

③ 助言内容には、音の響き、音楽の構造や芸術性といった手元や顔以外のことが含まれる 

④ 演奏の評価をおこなうときには、視線が優位ではない場合がある 
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